６　郷村自治制のまとめ
幕藩制下のまとめ　　　以上幕藩体制下における鳥取藩EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(らち),埓)内の中で、農村羽合郷の生いたちや、組織・そして推移・動き・農民の生活など、２－３の文書記録を引用して展開してみた。従来の郷土誌というものには、こういう方面をわりに省略して、戦国の武将の活躍や学者の功績・美術・工芸に重点がおかれたり、民謡・方言・社寺の縁起を文化史的に分析することなく羅列されたりして庶民生活の掘り下げがおろそかにされ、農民生活不存在の傾向があったように思われるので、この方面を少しばかり紹介してみたのである。（こうしたことをよくまとめている本に「山村の構造」というのがある）

労働力の確保　　　　　なお農村生活において見のがしてはならないことに、農地と人口、それに貢納関係を明確にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),把)握しなければ、そのころの農村の実相はつかめないのであるが、この面に手を下すことは、短かい月日と少ない研究者、乏しい資料では、所期の目的を達することは難中の難事である。ただここに一つはっきりしていることは、どの藩にも農村労働人口の確保と、それに伴う食糧確保との矛盾に相当頭を悩ましており、その上、天災地変による災害救助に、万全な策が講ぜられたためしがないということである。労働力確保のためにしばしば布告された「子おろし－堕胎・密殺」文書には、その事情がよくあらわれている。寛政８年１０月の達しに

1、 子おろし候事、堅御制禁ニて候処、近来紛敷義共相聞候、大罪人にて候間、村中申合、友

ニ相EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ただし),糺)可レ申候、村役人共急度せんさく可　致候、

　　附リ困窮の村又ハ格別子供多持、育兼候ハゝ取調、其趣書付可ニ差出一候、御評義の上、其品可レ被ニ仰付一候（藩法集）とあり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅんじゅん),諄諄)と人倫をといているが、さてどれだけそれが農民に守られていたか疑問である。
　農民はいろいろの方法で胎児や産児を葬ったことは、農民家族に子供の少ないことからも察せられ、男子より女子人口の少ないことなど「明治壬申戸籍簿」をみても思いなかばにすぎるものがある。しかし、たまには堕胎などが表向の事件として取り上げられ、きつい取調べと処分があったものか

一　筆申入候然者泊り村左之者共儀、御裁許被ニ仰付一、依之下奉行猪六差出し申候、則別紙申渡し書持来致候間、例之通可ニ申渡一候右申入候　恐々謹言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筒江所左衛門

　十二月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　（花押）

戸崎市左衛門　殿

岩本三郎右衛門殿

　　　　　　河村郡泊り村

　　　　　　　　　医　師

　　　　　　　　　　　　　昌　　庵

　　　　　　同郡　同村

　　　　　　　　　五人組

　　　　　　　　　　　　　善右ヱ門

　　　　　　　　　　　　　七 三 郎

　　　　　　　　　　　　　勘　　六

　　　　　　　　　　　　　要　　助

　　　　　　　　　　　　　佐 兵 衛

同郡　同村

　　　庄　屋

　　　　　　　忠 兵 衛

　　　年　寄

　　　　　　　夫　  七

以上

　　　　　　　　　　　「別紙申渡し書」というものが失われているので罪状はわからないが、この中に医師が指名されている点からみて、多分堕胎事件と想像される。

　　　　　　　　　　　このほか生産の状況、年貢上納の状況などについては、つぎの－橋津藩倉－の項に附説する。

